
 
  Ⅲ 調査結果 
 

『分からないことは積極的に自分で調べたり人に聞く』学生・生徒ほど、理解度が高い 

『嫌いな人、苦手な人ともうまく付き合う努力をしている』『考えが伝わらない時は相手

が理解するまで努力する』ということによくあてはまる生徒・学生ほど理解度レベルが高

いことがわかる（40.3％、40.0％）。 

 
表頭：労働関係法制度の理解度【学生編】
表側：問１４　仕事や人付き合いについて  どんな仕事を

したいのかよくわからない

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

とてもあてはまる

ややあてはまる

あまりあてはまらない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

74

162

235

41.9

38.3

25.5

36.5

36.4

37.0

21.6

25.3

37.4

表頭：労働関係法制度の理解度【学生編】
表側：問１４　仕事や人付き合いについて  自分には人を

引っぱっていく力がある

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

とてもあてはまる

ややあてはまる

あまりあてはまらない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

47

173

250

29.8

28.9

35.2

23.4

37.0

39.6

46.8

34.1

25.2

表頭：労働関係法制度の理解度【学生編】
表側：問１４　仕事や人付き合いについて  嫌いな人、苦

手な人ともうまく付き合う努力をしている

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

とてもあてはまる

ややあてはまる

あまりあてはまらない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

139

235

97

25.2

31.1

45.4

34.5

38.7

36.1

40.3

30.2

18.6

表頭：労働関係法制度の理解度【学生編】
表側：問１４　仕事や人付き合いについて  考えが伝わら

ない時は相手が理解するまで努力をする

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

とてもあてはまる

ややあてはまる

あまりあてはまらない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

100

246

125

19.0

32.5

42.4

41.0

36.2

35.2

40.0

31.3

22.4

表頭：労働関係法制度の理解度【学生編】
表側：問１４　仕事や人付き合いについて  分からないこ

とは積極的に自分で調べたり人に聞く

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

とてもあてはまる

ややあてはまる

あまりあてはまらない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

166

231

74

19.3

32.5

60.8

38.6

36.4

35.1

42.2

31.2

4.1

表頭：労働関係法制度の理解度【学生編】
表側：問１４　仕事や人付き合いについて  将来、人の役

に立つ仕事をしたいと思う

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

とてもあてはまる

ややあてはまる

あまりあてはまらない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

220

191

60

25.0

35.6

48.3

36.4

40.8

26.7

38.6

23.6

25.0

表頭：労働関係法制度の理解度【学生編】
表側：問１４　仕事や人付き合いについて  将来、仕事で

人に尊敬されたいと思う

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

とてもあてはまる

ややあてはまる

あまりあてはまらない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

185

195

91

24.9

40.0

30.8

37.8

36.9

35.2

37.3

23.1

34.1

表頭：労働関係法制度の理解度【学生編】
表側：問１４　仕事や人付き合いについて  将来、とにか

くたくさんお金を稼ぎたい

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

とてもあてはまる

ややあてはまる

あまりあてはまらない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

187

213

72

32.1

35.2

25.0

39.0

35.2

36.1

28.9

29.6

38.9
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  Ⅲ 調査結果 
 

２．社会人編 

 

（１）基本属性別分析 

 

女性に比べると男性の方が理解度の高い者が多い 
年代や婚姻状況、未就学児の有無による違いは見

られない一方、最終学歴別に見ると、『大学』や『大

学院』等を卒業した人はその他の層と比べて「理解

度レベル３」の割合が高くなっている（49.0％、

59.3％）。 

表頭：労働関係法制度の理解度【社会人編】
表側：問１　性別

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

男性

女性

ｻﾝﾌﾟﾙ数

543

403

16.6

23.1

38.5

47.6

44.9

29.3

表頭：労働関係法制度の理解度【社会人編】
表側：問２　年齢

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

２０～２４歳

２５～２９歳

３０～３４歳

３５～３９歳

ｻﾝﾌﾟﾙ数

180

234

267

265

27.2

16.7

17.6

18.1

44.4

43.2

44.6

38.1

28.3

40.2

37.8

43.8

表頭：労働関係法制度の理解度【社会人編】
表側：問６　最終学歴

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

中学校

高等学校（普通科）

高等学校（商業系）

高等学校（工業系）

高等学校（農業・家庭・家政
・その他）

専修学校

短期大学・高等専門学校

大学

大学院

ｻﾝﾌﾟﾙ数

12

124

47

43

29

62

135

433

59

25.0

29.0

23.4

34.9

31.0

19.4

24.4

13.4

6.8

33.3

48.4

59.6

32.6

55.2

48.4

48.9

37.6

33.9

41.7

22.6

17.0

32.6

13.8

32.3

26.7

49.0

59.3

 

 

 

 

 

 

表頭：労働関係法制度の理解度【社会人編】
表側：問４　婚姻状況

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

結婚している

結婚していない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

426

518

17.6

20.5

42.5

42.5

39.9

37.1

表頭：労働関係法制度の理解度【社会人編】
表側：問５　６歳以下の子供の有無

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

いる

いない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

229

712

17.0

19.7

41.0

43.0

41.9

37.4
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  Ⅲ 調査結果 
 

（２）働き方の属性別分析 

 

『パート・契約社員・アルバイト』の３割弱は理解度の低い層。管理職は、他の就業形態

に比して理解度は高いものの、理解度が低い層も見られる 

就業形態別の理解度状況をみると、『パート・契約社員・アルバイト』の層で「理解度レ

ベル１」の割合が高くなっている（28.7％）。『正社員（管理職）』ではもっとも「理解度レ

ベル３」の割合は高いが（51.6％）、管理職であるにも関わらず「理解度レベル１」の層が

1 割弱（7.8％）みられる。 

勤続年数や転職経験の有無では理解度レベルに大きな違いは見られないが、業種・職種

によっては傾向に違いがみられる。「理解度レベル１」の層の割合が高いのは、業種では『生

活関連サービス業、娯楽業（38.7％）』『宿泊業、飲食サービス業（29.8％）』となっている。

また職種では『ウェイター・ウェイトレス、ホテルマン等のサービス業（33.3％）』『理・

美容師、調理師などのサービス業（31.6％）』において、他の職種に比べ「理解度レベル１」

の層の割合が高くなっている。 

 

 
表頭：労働関係法制度の理解度【社会人編】
表側：問３－１　就業形態

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

ＴＯＴＡＬ

正社員（管理職）

正社員（一般）

パート・契約社員・アルバイ
トなど

派遣社員

ｻﾝﾌﾟﾙ数

946

64

591

247

44

19.3

7.8

16.2

28.7

25.0

42.4

40.6

42.0

44.1

40.9

38.3

51.6

41.8

27.1

34.1

 

 

表頭：労働関係法制度の理解度【社会人編】
表側：問７　転職経験の有無

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

ある

ない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

470

472

19.4

19.1

42.8

41.9

37.9

39.0
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表頭：労働関係法制度の理解度【社会人編】
表側：問３－３　業種【ベース：雇用者】

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

生活関連サービス業、娯楽業

宿泊業、飲食サービス業

建設業

卸売業、小売業

その他

その他のサービス業（１０～
１４以外）

製造業

運輸業、郵便業

学術研究、専門・技術サービ
ス業

医療、福祉

金融業、保険業

公務員

教育、学習支援業

情報通信業

ｻﾝﾌﾟﾙ数

31

47

41

113

26

81

171

43

40

92

56

71

53

60

38.7

29.8

29.3

27.4

26.9

25.9

20.5

18.6

15.0

14.1

12.5

8.5

7.5

5.0

45.2

51.1

29.3

41.6

42.3

39.5

40.4

34.9

37.5

48.9

37.5

29.6

54.7

53.3

16.1

19.1

41.5

31.0

30.8

34.6

39.2

46.5

47.5

37.0

50.0

62.0

37.7

41.7

表頭：労働関係法制度の理解度【社会人編】
表側：問３－４　職種【ベース：雇用者】

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

ウェイター・ウェイトレス、
ホテルマン等のサービス職

理・美容師、調理師などのサ
ービス職

自動車整備・組立作業・機械
のオペレーター等の技能職

販売、外交、セールスなどの
販売職

受付、経理、一般事務などの
事務職

設計や工程管理などを行う技
術職

介護や看護など福祉・医療関
係の仕事

ＳＥ・プログラマーなどの情
報関係の技術職

運輸関係の仕事（トラック運
転手、配達員など）

ｻﾝﾌﾟﾙ数

36

19

53

160

265

78

75

63

20

33.3

31.6

28.3

27.5

15.8

14.1

13.3

11.1

10.0

52.8

47.4

43.4

39.4

38.5

44.9

49.3

44.4

35.0

13.9

21.1

28.3

33.1

45.7

41.0

37.3

44.4

55.0

表頭：労働関係法制度の理解度【社会人編】
表側：問３－２　勤続年数【ベース：雇用者】

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

１ヶ月未満

１ヶ月～３ヶ月未満

３ヶ月～６ヶ月未満

６ヶ月～１年未満

１年～３年未満

３年～５年未満

５年～１０年未満

１０年～２０年未満

２０年以上

ｻﾝﾌﾟﾙ数

12

17

24

127

252

149

201

155

7

25.0

29.4

29.2

22.8

18.7

22.1

12.9

18.1

57.1

33.3

23.5

33.3

45.7

44.0

47.7

37.3

43.9

14.3

41.7

47.1

37.5

31.5

37.3

30.2

49.8

38.1

28.6



 
  Ⅲ 調査結果 
 

規模の大きな会社に勤める人の方が理解度が高い 

勤め先の従業員規模別に見ると、相対的に従業員規模が大きな会社に勤めている人のほ

うが「理解度レベル３」の割合が高くなっていることがわかる（9 人以下；25.9％、1000

人以上；50.4％）。 

労働組合の加入状況別にみると『労働組合があるかどうかわからない』、労働組合に『加

入経験なし』の人で、「理解度レベル１」の割合が高くなっている（33.1％、22.2％）。 

一方、『理解度レベル１』の層では、自社に就業規則が「あるかどうかわからない」と答

えた人が 4 人に 1 人を占めている（25.1％）。 

表頭：労働関係法制度の理解度【社会人編】
表側：問３－５　企業規模【ベース：雇用者】

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

９人以下

１０人～９９人

１００人～９９９人

１０００人以上

分からない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

81

232

291

268

69

24.7

23.3

20.3

11.9

24.6

49.4

43.5

41.9

37.7

49.3

25.9

33.2

37.8

50.4

26.1

表頭：労働関係法制度の理解度【社会人編】
表側：問３－６　現在の仕事を１年間継続した場合の賃金

年収（税・残業代込）【ベース：雇用者】

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

１００万円未満

１００～２００万円未満

２００～３００万円未満

３００～４００万円未満

４００～５００万円未満

５００～６００万円未満

６００～７００万円未満

７００万円以上

ｻﾝﾌﾟﾙ数

79

160

180

184

156

91

42

47

34.2

31.9

18.9

16.8

13.5

7.7

4.8

19.1

51.9

43.1

42.8

45.1

41.0

34.1

42.9

27.7

13.9

25.0

38.3

38.0

45.5

58.2

52.4

53.2

表頭：労働関係法制度の理解度【社会人編】
表側：問３－７（１）　勤務先の労働組合有無【ベース：

雇用者】

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

労働組合はある

労働組合はない

労働組合があるかどうか分か
らない

ｻﾝﾌﾟﾙ数

388

392

163

13.7

19.1

33.1

42.8

42.9

40.5

43.6

38.0

26.4 表頭：問３－１０　勤務先の就業規則【ベース：雇用者】
表側：労働関係法制度の理解度【社会人編】

就業規則はある就業規則はないあるかどうか分
からない

無回答

(%)

理解度レベル１

理解度レベル２

理解度レベル３

ｻﾝﾌﾟﾙ数

183

401

362

68.9

82.3

90.1

5.5

3.2

2.8

25.1

14.2

7.2

0.5

0.2

表頭：労働関係法制度の理解度【社会人編】
表側：問３　労働組合加入状況

理解度レベル１ 理解度レベル２ 理解度レベル３

(%)

現在加入

過去加入

加入経験なし

ｻﾝﾌﾟﾙ数

292

84

553

14.7

13.1

22.2

40.4

39.3

43.6

44.9

47.6

34.2
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表頭：問３－９　昨年度の年次有給休暇の取得状況【ベー
ス：雇用者】

表側：労働関係法制度の理解度【社会人編】

理解度の高い層ほど、有給休暇を取得

する割合が高く、労働時間が短い 
取った 取らなかった 年次有給休暇は

ない
無回答

 

正社員『理解度レベル１』の層では、

有給取得者は 6 割弱（58.4％）である

のに対し、『理解度レベル３』の層で

は 8 割弱（77.1％）が有給を取得して

いる。また、取得日数も理解度の高い

人ほど多い傾向にある。 

(%)

理解度レベル１

ｻﾝﾌﾟﾙ数

理解度レベル２

理解度レベル３

理解度レベル１

理解度レベル２

理解度レベル３

101

274

280

82

127

82

58.4 30.7 10.9

70.1

77.1

24.4

45.7

48.8

23.7

20.4

24.4

22.8

23.2

6.2

2.5

50.0

31.5

28.0

1.2

正 

社 

員 

非 

正 

社 

員 

表頭：問３－９　昨年度の年次有給休暇の取得日数【ベー
ス：有給取得者】

表側：労働関係法制度の理解度【社会人編】

３
日
未
満

３～

５
日
未
満

５～

７
日
未
満

７～

９
日
未
満

９～

１
１
日
未
満

１
１～

１
３
日
未
満

１
３～

１
５
日
未
満

１
５
日
以
上

無
回
答

(%)

理解度レベル１

理解度レベル２

理解度レベル３

理解度レベル１

理解度レベル２

理解度レベル３

ｻﾝﾌﾟﾙ数/平均

59
7.6

192
7.8

216
9.0

20
7.7

58
7.3

40
7.3

15.3

15.6

6.9

5.0

19.0

15.0

18.6

13.5

14.8

15.0

8.6

15.0

18.6

23.4

20.8

15.0

19.0

20.0

8.5

12.0

9.3

10.0

6.9

10.0

15.3

13.5

16.2

30.0

25.9

17.5

1.7

2.6

6.0

15.5

7.5

3.4

1.6

4.2

7.5

13.6

15.1

19.9

5.0

3.4

5.0

5.1

2.6

1.9

20.0

1.7

2.5

正 

社 

員 

非 

正 

社 

員 

1 週間の実労働時間についても平均

時間は『理解度レベル３』の層は『理

解度レベル１』の層に比べて 4.5 時間

短い。 

一方、非正社員では、『理解度レベ

ル１』の層で「年次有給休暇はない」

と の 回 答 が 半 数 を 占 め て い る

（50.0％）。また実労働時間については

理解度が低い層の方が短くなってい

るが、これらはパート・アルバイトの

層と派遣・契約社員の層との違いによ

るものと考えられる。 

 

表頭：問３－８　１週間の実労働時間【ベース：雇用者】
表側：労働関係法制度の理解度【社会人編】

２
０
時
間
未
満

２
０～

３
０
時
間
未
満

３
０～

４
０
時
間
未
満

４
０～

５
０
時
間
未
満

５
０～

６
０
時
間
未
満

６
０～

７
０
時
間
未
満

７
０
時
間
以
上

無
回
答

正 

社 

員 

非 

正 

社 

員 

(%)

理解度レベル１

理解度レベル２

理解度レベル３

理解度レベル１

理解度レベル２

理解度レベル３

ｻﾝﾌﾟﾙ数/平均

101
53.4

274
49.5

280
48.9

82
30.0

127
30.3

82
35.1

2.0

1.8

1.4

22.0

20.5

9.8

1.0

0.4

0.4

23.2

22.8

18.3

8.9

5.5

6.8

26.8

22.8

30.5

39.6

41.6

42.9

22.0

26.0

31.7

23.8

27.0

31.4

2.4

4.7

6.1

11.9

15.0

10.7

1.2

3.1

1.2

9.9

7.3

6.4

2.4

2.4

3.0

1.5

表頭：問３－８　１週間の実労働時間【ベース：雇用者】
表側：問３－１　就業形態

２
０
時
間
未
満

２
０～

３
０
時
間
未
満

３
０～

４
０
時
間
未
満

４
０～

５
０
時
間
未
満

５
０～

６
０
時
間
未
満

６
０～

７
０
時
間
未
満

７
０
時
間
以
上

無
回
答

(%)

ＴＯＴＡＬ

正社員（管理職）

正社員（一般）

パート・契約社員・アルバイ
トなど

派遣社員

ｻﾝﾌﾟﾙ数/平均

946
44.2

64
51.5

591
49.7

247
30.5

44
37.8

6.7

1.6

1.7

19.4

9.1

7.0

1.6

0.3

23.9

9.1

12.6

3.1

6.9

25.5

29.5

37.1

29.7

43.1

23.9

40.9

21.0

35.9

27.6

4.9

2.3

9.4 5.5
0.7

20.3 7.8

11.8 7.31.2

1.2

1.2

6.82.3
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また、雇用形態別に見ると『正規社員』のほうがより不安に思うことが多いことがわ

かる。これは選択肢がもともとあまり非正規雇用には適応されない要素が含まれている

ことも原因と考えられるが、人員削減についても『正規社員』のほうがより不安に感じ

ている人の割合が高い（正規：35.0％、非正規：22.7％）。 

不安と答えた人の多い順としては「人員削減が実施される」「職務の内容・仕方が変わ

る」「残業が増える」となっている。いずれも『理解度レベル３』の層の 3 割以上が不安

と答えており、他の層よりも回答の割合が高くなっている。 

理解度の高い層ほど今後に対する

不安を感じている 

 

勤務先の状況や今後についての

予想として 3 つ以上の不安がある

と回答した割合（不安度：高）は、

『理解度レベル１』の層に比べて

『理解度レベル３』の層で 10 ポイ

ント高くなっている。 

表頭：問１４　不安度
表側：労働関係法制度の理解度【社会人編】

不安度　高 不安度　低 特に無い／無回答

(%)

理解度レベル１

理解度レベル２

理解度レベル３

ｻﾝﾌﾟﾙ数

183

401

362

35.0

35.9

45.0

37.2

39.2

34.0

27.9

24.9

21.0

※「不安度 高」とは、問 14 の複数回答で 3つ以上に○をつけ

た層。「不安度 低」とは 1つまたは 2つに○をつけた層。 

表頭：問１４　勤務先の状況及び予想（複数回答）【ベース：
就業者】

表側：労働関係法制度の理解度【社会人編】

理解度レベル１  n=183 理解度レベル２  n=401

理解度レベル３  n=362

0 10 20 30 40
(%)

人員削減が実施される

職務の内容・仕方が変わる

残業が増える

仕事のノルマがきつくなる

労働時間が長くなる

賃金が引き下げられる

配置転換

職場の人間関係が悪くなる

福利厚生が低下する

従来の職場や職務がなくなる

降格される

その他

特にない

無回答

21.3

25.7

23.0

27.3

23.0

15.8

16.4

23.0

8.7

4.9

3.3

1.6

25.7

2.2

29.4

24.4

26.9

23.4

23.9

21.9

20.7

17.2

12.7

9.0

2.7

2.0

24.4

0.5

38.1

35.9

32.3

26.5

27.9

24.6

24.6

20.2

18.2

16.6

5.2

3.0

19.6

1.4

 表頭： 問１４　勤務先の状況及び予想（複数回答）
 【ベース：就業者】

 表側：雇用形態

 正規社員  n=655

 非正規社員  n=291

0 10 20 30 40
(%)

 人員削減が実施される

 職務の内容・仕方が変わる

 残業が増える

 仕事のノルマがきつくなる

 労働時間が長くなる

 賃金が引き下げられる

配置転換

 職場の人間関係が悪くなる

 福利厚生が低下する

 従来の職場や職務がなくなる

 降格される

 その他

 特にない

無回答

35.0

32.2

34.4

29.5

29.8

27.0

26.0

19.8

18.5

11.5

5.0

1.8

18.3

0.8

22.7

22.0

14.4

16.2

15.1

10.0

11.0

18.6

4.1

10.3

1.0

3.4

33.0

2.1
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（３）経験・行動分析 

 

パート等の 4 割は、募集時と実際

の労働条件が異なる経験がある 

 

『パート・契約社員・アルバ

イトなど』や『派遣社員』では

「実際の労働条件が募集等に提

示された労働条件と違う」とい

う経験をしたことがある人が 4

割にものぼる（42.5%、40.9％）。 

また、『正社員（一般）』では

2 割以上が「残業代が支払われ

なかった」「残業時間を過少申告

させられた」経験をもっている

ことがわかった（23.4%、23.9％）。 

また、正社員女性の 2 割弱

（16.2%）、非正社員女性の 1 割

（10.7%）には「セクシュアル・

ハラスメントを受けた」経験が

あり、妊娠を理由に退職を迫ら

れた経験をもつ人もみられる。

表頭：問１０　勤務先での経験（複数回答）
表側：問３－１　就業形態

正社員（管理職）  n=64 正社員（一般）  n=591

パート・契約社員・アルバイ
トなど
n=247

派遣社員  n=44

0 10 20 30 40 50
(%)

実際の労働条件が募集等に提
示された労働条件と違う

就業規則がいつでも確認でき
るようになっていない

労働条件を書面で提示された
ことがない

残業代が支払われなかった

残業時間を過少申告させられ
た

上司・同僚によるいやがらせ
を受けた

残業代が割増賃金ではなかっ
た

１日に６時間を超えて働いて
も休憩時間がもらえない

賃金が一方的に引き下げられ
た

年次有給休暇の取得を申請し
たが認められなかった

セクシュアルハラスメントを
受けた

ミスをしたら賃金から天引き
で賠償させられた

賃金が毎月決まった日に支払
われない

労働災害を隠された

違約金や損害賠償額を定めた
労働契約を結んだ

妊娠したことを理由に、退職
を迫られた

更新されると思った有期労働
契約が更新されなかった

その他

上記のような経験はしていな
い

無回答

26.6

17.2

18.8

15.6

12.5

7.8

7.8

9.4

4.7

7.8

4.7

9.4

4.7

3.1

1.6

1.6

31.3

6.3

31.3

27.6

21.5

23.4

23.9

14.4

11.0

10.7

9.0

5.6

5.6

3.4

2.9

2.5

1.2

0.7

1.0

1.2

31.8

1.9

42.5

32.8

26.3

16.6

10.5

20.2

11.7

11.3

4.5

8.9

8.9

7.3

7.7

3.2

4.0

2.8

0.8

2.0

25.1

2.0

40.9

18.2

9.1

13.6

11.4

20.5

13.6

6.8

6.8

6.8

6.8

6.8

2.3

6.8

4.5

4.5

29.5

4.5

表頭：問１０　勤務先での経験（
複数回答）

表側：基本ＢＤ

正規職員　女性  n=198

派遣・パート非正規　女性  n=205

0

10

20
(%)

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

受
け
た

妊
娠
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
退
職

を
迫
ら
れ
た

16.2

2.0

10.7

3.4
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